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元気に 笑 顔 か が や く 快 適 都 市

 C l o s e  U p

新副市長に山下慶一郎氏　就任

万田坑復坑祭 2 0 1 0　万田坑、いよいよグランドオープン

組織改革　市役所各課・係電話番号一覧

2010
（平成 22 年）

梨の受粉作業の準備のようす。 梨は違う品種の花粉を着けないと果実が生らないため、
人工授粉を行います。 写真は 「新興」 という品種の花粉を集めているようすで、 作業中
の松下信義 （左手前） さんと満徳さん （右奥）。 （3 月 26 日撮影）
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荒尾市ホームページ  （http://www.city.arao.lg.jp）
声の広報 ［文字による情報入手が困難な障がい者のための音声訳

（録音版） 広報誌］　（福祉課）

■ 　お も な 内 容 　　ma i n  c o n t e n t s

新副市長に山下慶一郎氏就任 2

万田坑復坑祭　グランドオープン 2010 4

第四次荒尾市行政改革大綱を策定 8

市役所庁舎内電話番号一覧 9

子ども手当制度が始まりました 12

題 字 を 書 き ま し た

一
年
生
に
な
る
と
き
に
、
習
字
を
は
じ
め
ま

し
た
。
英
語
も
習
っ
て
い
て
、
と
て
も
た

の
し
い
で
す
。
学
校
の
べ
ん
き
ょ
う
で
は
音
楽
が

す
き
で
、
け
ん
ば
ん
ハ
ー
モ
ニ
カ
で

「
子
犬
の
マ

ー
チ
」
を
ひ
く
の
が
た
の
し
い
で
す
。
今
年
か

ら
プ
ー
ル
を
習
う
の
で
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

清里小学校　 2 年
猿渡　美菜　さん

携帯電話専用サイト　http://www.city.arao.lg.jp/imode/　

▲

　

こ
の
た
び
副
市
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
山
下

で
す
。
11
人
家
族
９
人
兄
弟
の
７
番
目
と
し
て

熊
本
市
に
誕
生
。
五
男
で
す
が
慶
一
郎
で
す
。

名
前
に
ち
な
み
荒
尾
市
民
の
皆
様
に
慶
ん
で
い

た
だ
け
る
一
番
の
野
郎
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
荒
尾
市
と
接
点
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
50
の
節
目
に
荒
尾
市
に
住
み
、

働
く
こ
と
に
な
り
、
こ
の
御
縁
を
最
大
限
生
か

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
水
俣
病
や
オ

ウ
ム
真
理
教
、
ダ
ム
廃
止
に
伴
う
地
域
振
興
な

ど
様
々
な
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事

外
で
は
地
域
の
公
園
愛
護
会
を
８
年
、
日
本
一

の
枝
垂
桜
を
県
下
全
域
に
植
栽
す
る
活
動
を
展

開
中
で
す
。
地
域
振
興
に
は
、
よ
そ
も
ん
、
ば

か
も
ん
、
わ
さ
も
ん
が
必
要
と
言
わ
れ
ま
す
。

私
は
ま
さ
に
よ
そ
も
ん
、
ば
か
も
ん
、
わ
さ
も

ん
で
す
。
私
か
ら
見
れ
ば
荒
尾
は
ま
さ
に
宝
の

山
。
宮
崎
兄
弟
、
万
田
坑
跡
、
荒
尾
福
祉
村
、

小
代
焼
、
荒
尾
梨
、
金
山
ス
イ
カ
な
ど
魅
力
が

満
載
。
こ
の
宝
を
５
万
６
千
の
荒
尾
市
民
の
皆

様
と
一
緒
に
磨
き
、
誰
も
が
憧
れ
る
地
域
に
す

る
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

西
に
干
潟
と
渡
り
鳥
の
荒
尾
海

岸
、
東
に
鎮
め
の
小
岱
山
、
そ
の
狭

間
に
点
在
す
る
荒
尾
の
宝
の
数
々
。

そ
し
て
ま
た
、
そ
の
日
一
日
が
何
か

し
ら
元
気
に
な
る
大
き
な
声
で
も
ら

う
子
ど
も
の
あ
い
さ
つ
。
さ
ら
に
は
、

様
々
な
行
事
で
肌
で
感
じ
ま
し
た
市

民
お
一
人
お
一
人
の

「
地
域
の
こ
と

は
地
域
で
」
の
強
い
連
帯
感
。
荒
尾

市
に
は
、
有
形
、
無
形
の
宝
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

荒
尾
市
は
、
大
小
様
々
な
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ

「
風
が
咲
か
せ
る
希
望
の
街
」
に

も
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
坂
村
真
民

先
生
の
言
葉
の
と
お
り
、
市
民
の
皆

様
が
一
つ
に
な
り
、
力
を
合
わ
せ
れ

ば
希
望
が
大
き
く
花
開
く
街
に
繋

が
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ
ま
す
。
市

民
の
皆
様
、
２
年
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山下慶一郎　副市長プロフィール

■生年月日 昭和 34 年 12 月 10 日生まれ （50 歳）

■趣味　花いっぱい活動

■職歴

昭和 57年 4月　熊本県庁に入庁

平成 18年 4月　環境生活部環境生活審議員に就任

平成 19年 4月　総合政策局政策調整審議員に就任

平成 22年 4月　荒尾市副市長に就任

　

前
副
市
長
・
吉
永
一
夫
氏
の
退
任
に
伴
い
、
本
年
４
月
１
日
、
新
し
い
荒
尾
市
副
市
長
に

山
下
慶
一
郎
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

吉
永
一
夫 

前
副
市
長
か
ら

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新
「
副
市
長
」
に
山
下
慶
一
郎
氏
が
就
任
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5 月 1 日から

産 交 バ ス の 路 線 や ダ イ ヤ が 変 わ り ま す ！

荒
尾
市
内
を
走
る
バ
ス
路
線

が
、
５
月
１
日
か
ら
、
今

ま
で
の
19
路
線
か
ら
23
路
線

（市

内
18
系
統
・
広
域
５
系
統

（
長

洲
環
状
線
含
む
）
に
変
更
に
な

り
、
そ
れ
に
伴
い
経
路
変
更
や
ダ

イ
ヤ
改
正
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
路
線
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
バ

ス
停
や
産
交
バ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

（http
:/
/
w
w
w
.k
y
u
s
a
n
k
o
.

co
.jp/

sank
o
b
us/

　

４
月
25
日

か
ら
）
で
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、

市
役
所
総
合
案
内
や
あ
ら
お
シ
テ

ィ
モ
ー
ル
内
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー

（
１
階
出
会
い
の

広
場
前
）
に
新
し
い
路
線
や
ダ
イ

ヤ
を
書
い
た
チ
ラ
シ
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

市内路線イメージ図

四ツ山

荒尾駅

老人センター

牛水

水島

市民病院

田添橋

宮内

倉掛

才の木

助丸

バスセンター
（あらおシティモール）

府本

椛八幡台2丁目

八幡校前

高浜

廃　止

新規
新図団地前

桜山団地上

桜山 （国）

新生西

一里木 下金山 玉名駅前

玉名合同庁舎

庄山

◆分割された路線

　●四ツ山循環線（才の木・助丸経由） 　●四ツ山～倉掛・才の木～バスセンター

（四ツ山～老人センター～バスセンター～助丸・
才の木～倉掛～四ツ山）循環方式を改め、バスセ
ンターで分離しました。

　●四ツ山～倉掛・助丸～バスセンター

　●四ツ山～老人センター～バスセンター

◆新設路線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ◆廃止路線

　●四ツ山～新図～バスセンター 　●高浜線

　●四ツ山～八幡～下金山 　高浜線については、利用者の現象が著しく、今回の見
直しで廃止することになりました。長い間ご利用ありが
とうございました。　●バスセンター～八幡台～下金山

[ 問 ] 路線やダイヤ改正について　産交バス （株） 玉名営業所☎ 57-0100

　　 　 この広報記事について　政策企画課　☎ 63-1273

分　離

分　離

Kyushu Industrial Transportation Co.,Ltd.
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万田坑グランドオープンは、　市民参加　がテーマ。

あなたの参加が、 万田坑と荒尾をますます元気にする！

5 月 1 日 （土） ＧＷオープニングステージ
　　際田まみＬＩＶＥ （午前 11 時 / 午後 2 時）

　　慶徳二郎オンステージ （正午 / 午後 3 時）

　　万田坑復坑 D-K LIVE2010　（午後 6 時 30 分～ 9 時 30 分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

5 月 2 日 （日） 炭鉱ネットワークステージ
　　さのよい踊りパフォーマンス （午前 11 時 / 午後 2 時）

　　田川創作炭坑節 CDR21 （正午 / 午後 3 時）

　　万田坑復坑 D-K LIVE2010 （午後 6 時 30 分～ 9 時 30 分）

5 月 3 日 （月） 熊本ふれあいステージ
　　ageha  with　bluesky band （午前 11 時 / 正午）

　　FORCE STREET DANCE STUDIO （午後 1 時 / 午後 3 時）

5 月 4 日 （火） 熊本ライブステージ
　　bear ☆ daughters ～熊本のむすめたち～ （午前 11 時 / 午後 1 時）

　　Viento　風の音
う た

楽コンサート～炭
や ま

鉱に生きた先人に捧ぐ “組曲 「風の刻印」” ～

（午後 3 時～ 4 時 30 分）　　　

5 月 5 日 （水） こどもの日特別ステージ
　　コミカルピエロ　ちゃちゃ丸 （午前 11 時／午後 2 時）

　　リトルマジシャン静那＆ヴォーカルユニット MANA ‐ KAYO （正午 / 午後 3 時）

フィールドイベント
　　万田坑うまかもんストリート　／　万田坑キッズパーク （ミニＳＬ　出発進行！ ・

　　ふあふあスーパーマリオ ・ 万田坑のぬりえを楽しもう！）

　　あらおシティモール連動イベント　万田坑スタンプラリー

※イベントについては、 4 月 1 日号と同送のチラシにも掲載しています。

[ 問 ] 社会教育課☎ 63-1681

ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク イ ベ ン ト
5 月 1 日 （土） ～ 5 日 （水 ・ 祝）
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▼ FORCE STREET DANCE STUDIO

▼ コミカルピエロちゃちゃ丸
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こ こ か ら

新 た な

一 歩 が は じ ま る

万田坑

復坑祭
―― グランドオープン 2010 ――

～世界遺産をめざして～

4 月 2 5 日 （ 日 ）

オ ー プ ニ ン グ イ ベ ン ト 4 月 25 日 （日）

オープニングセレモニー 【午前 9 時 30 分～ 11 時】

　1 . 荒尾高校ブラスバンド演奏 （午前 9 時 40 分）
　2 . 荒尾第三小学校歌披露 （午前 9 時 50 分）
　3 . 主催者挨拶 （午前 10 時）
　4 . 来賓挨拶 ・ 紹介 （午前 10 時 5 分）
　5 . オリジナルフレーム切手 「三池炭鉱　万田坑」 贈呈式 （午前 10 時 20 分）
　6 . 一日坑長紹介 （午前 10 時 30 分）
　7 .108 人のテープカット （午前 11 時）

オープニングステージ 【正午～午後 4 時 30 分】
　1. 荒尾太鼓 （正午）
　2 . さのよい踊り （午後 1 時）
　3 . あらお観光大使スペシャルライブ （午後 2 時）
　　　嘉 門 達 夫 　 　 　 　 関 島 秀 樹

　4 . 炭坑節総踊り （午後 3 時）

フィールドイベント

　　　万田坑だご汁無料ふるまい （午前 11 時 30 分～） ※先着 1,000 人

４月 29 日 （木 ・ 祝） は万田坑市民まつり開催 !

●会場　万田坑内選炭場特設ステージ

●内容　史跡ガイド、 子どもスケッチ大会 （共催 大牟

田美術協会 ・ 荒尾美術協会）、 お楽しみ演芸大会、 賞

品が多数当たるビンゴゲーム、 炭坑節総踊り　など

●入場　無料

●主催　大牟田･荒尾炭鉱のまちファンクラブ、 万田

坑ファンクラブ

[ 問 ] 万田炭坑館　☎ 64-1300

�
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涙で新しいスタート　卒業おめでとう

～市内小・中学校で卒業式～

ARAO CityTown Topics

ま ち の 話 題

桜咲く、安らぎの里山をめざして
～屋形山植樹事業　桜の植樹～

日々の稽古の成果が見事な歌声に

～市民文化祭　荒尾市民謡協会発表会～

　

３
月
12
日

（
金
）
に
中
学
校
で
、
25
日

（
木
）

に
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

児
童
生
徒
が
母
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

４
月
に
荒
尾
一
中
と
統
合
し
た
荒
尾
第
二

中
学
校
で
は
、
64
人
が
最
後
の
卒
業
生
と
な

り
、
涙
と
歌
声
で
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

17
人
が
卒
業
し
た
清
里
小
学
校
で
は
、
名

前
を
呼
ば
れ
た
卒
業
生
全
員
が
、
将
来
の
夢

を
大
き
な
声
で
述
べ
、
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
今
年
、
小
学
校
486
人
、
中
学
校

478
人
が
卒
業
し
、
人
生
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

３
月
14
日

（
日
）
、
屋
形
山
で
、
地
域
の

人
な
ど
お
よ
そ
50
人
が
参
加
し
て
桜
の
植

樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
雨
で
足
元

が
悪
い
中
で
し
た
が
、
30
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
の
苗
木
が
屋
形
山
頂
上
付
近
の
南
斜
面

に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
、
数
年
後
に
桜
の
名
所
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
丁
寧
に
苗
木
を
植
え
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
植
え
ら
れ
た
道
沿
い
の
桜
が

根
付
き
、
順
調
に
育
成
し
て
い
る
こ
と
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
屋
形
山
へ
の
桜
の
植
樹

は
、
来
年
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

３
月
14
日

（
日
）
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
民

謡
協
会
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
市
民
文
化
祭
の
最
後
を

飾
る
ス
テ
ー
ジ
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

民
謡
を
学
ぶ
人
が
多
数
出
演
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
観
覧
者

は
見
事
な
歌
声
に
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
民
謡
の
ほ
か
に
も
日
舞
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
津
軽
三
味
線
な
ど
の
賛
助
出

演
や
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
黒
田
節
を
披

露
し
た
前
畑
淳
治
市
長
の
出
演
も
花
を
添

え
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
　

１　

二
中
の
様
子
。
思
い
出
が
こ
み
上
げ
、
歌
声
も
涙
で
つ
ま
る

　
　

２　

清
里
小
の
様
子
。
卒
業
生
が
思
い
を
込
め
た
合
奏
で
お
別
れ

　
　

１　

竹
田
久
生
さ
ん
・
恭
子
さ
ん
・
愛
子
さ
ん

（
6
カ
月
）
一
家

（
東

屋
形
）
。
愛
子
さ
ん
と
桜
の
成
長
に
思
い
を
馳
せ
て
植
樹　
　

２　

参
加
者
の

み
な
さ
ん
。
背
後
斜
面
に
植
樹
し
た
。
桜
の
花
で
埋
ま
る
の
が
楽
し
み

▲

　
　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の

「
九
州
炭
坑
節
」
。
炭
坑
の
ま
ち
で
あ
る
荒
尾
の
文
化
が

花
開
い
た
舞
台
を
華
麗
に
締
め
く
く
っ
た

1

2

12

▲
▲
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創 意 工 夫 と 人 の 熱 意 が 生 む 「 郷 土 の 名 酒 」
～荒尾発芋焼酎「びほう小岱」新酒が発売～　

▲ 「金山の土は赤土で、 とてもいいイモが採れます」 前回生
産したときよりも今回のほうが大きなイモが多く良いものが採れた
と、 とても嬉しそうに語ってくれた松永さん

　
　

「
と
に
か
く
き
れ
い
な
お
イ
モ
で
し
た
」
と
神
田
社

長
。
今
す
ぐ
飲
ん
で
も
美
味
し
い
焼
酎
だ
が
、
２
カ

月
ほ
ど
置
い
て
飲
む
と
ま
た
味
わ
い
が
変
わ
る
そ
う
だ

満開の桜の下で楽しむ地域のふれあい
～第 2 回　中桜祭　開催～

　

暖
か
な
陽
気
に
恵
ま
れ
た
３
月
28
日

（
日
）
、
野
外
音
楽
堂
で
よ
か
ま
ち
中
央

会

（
松
井
忠
憲
会
長
）
主
催
で
中
桜
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
さ

れ
た
会
場
で
は
、
チ
ア
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

や
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
食

品
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が

行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
地
域
の
人
お

よ
そ
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
満
開
の
桜
に
囲
ま
れ
た
会

場
で
、
花
・
味
覚
・
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
　

会
場
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
。
昼
時
の
食
品
バ
ザ
ー
の
テ
ン
ト
前
に
は

行
列
が
で
き
、
テ
ン
ト
内
は
大
忙
し

▲

　

３
月
28
日

（
日
）
、
あ
ら
お
シ

テ
ィ
モ
ー
ル
出
会
い
の
広
場
で
、

焼
酎

「
び
ほ
う
小
岱
」
の
新
酒

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
の

地
域
再
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

荒
尾
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
て

作
ら
れ
て
い
る
芋
焼
酎

「
小
岱
」

で
す
が
、
今
回
の

「び
ほ
う
小
岱
」

は
、
市
が
進
め
て
い
る

「
市
民
協

働
」
の
創
意
工
夫
が
更
に
加
わ
っ

た
一
品
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
焼
酎
の
味
の
原
点
と
な
る

サ
ツ
マ
イ
モ
。
こ
れ
は
松
永
時
男

さ
ん

（
平
山
／
写
真
１
）
が
金

山
に
あ
る
畑
で
生
産
し
た

「
紅
ア

ズ
マ
」
。
「
甘
み
は
少
な
い
で
す
が

栗
の
よ
う
な
味
わ
い
で
、
ほ
か
の

サ
ツ
マ
イ
モ
と
違
い
、
熟
成
さ
せ

な
く
て
も
掘
っ
て
す
ぐ
に
食
べ
ら

れ
る
美
味
し
い
イ
モ
で
す
。
今
回

は
い
い
出
来
で
し
た
」
と
晴
れ
や

か
に
語
り
ま
し
た
。

　

イ
モ
の
育
成
に
は
有
明
高
等
工

業
専
門
学
校

（
福
岡
県
大
牟
田

市
）
の
氷
室
昭
三
博
士
ら
が
開

発
し
た
40
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
気
泡
が
溶
け
て
い
る
特
殊
な

「
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
水
」
を
使
っ
た

そ
う
で
、
通
常
よ
り
育
成
が
少

し
早
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の

「
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
水
」
は

焼
酎
の
仕
込
み
水
と
和
水

（
原

酒
を
割
る
水
。
割
水
と
も
）
に

も
使
わ
れ
て
い
て
、
荒
尾
・
玉
名

地
域
で
唯
一
の
酒
蔵
で
あ
る
花
の

香
酒
造

（
和
水
町
）
が
醸
造
し

2

1

ま
し
た
。
社
長
の
神
田
優
子
さ
ん

（写
真
２
）
は
「イ
モ
は
肌
質
も
よ
く
、

と
て
も
良
質
で
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ

ル
水
を
使
う
と
、
い
っ
そ
う
旨
み
を

感
じ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
焼

酎
も
ま
ろ
や
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

荒
尾
の
特
産
品
誕
生
の
影
に
は
、

市
内
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
地
域
の

産

・
学

・
官
と
い
う
立
場
の
違
い

を
超
え
た
協
力
が
あ
り
ま
す
。

　

「
び
ほ
う
小
岱
」
は
同
日
発
売
さ

れ
、
限
定
２
千
400
本
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
内
酒
屋
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

地
元
で
味
わ
う
だ
け
で
な
く
、
お

土
産
と
し
て
も
荒
尾
の
よ
さ
と
元

気
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
一
品
で
す
。

お
求
め
は
お
早
め
に
。

▲

ひ
と
の　

 

ち
か
ら
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第
四
次
荒
尾
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

こ
の
た
び
、
「
荒
尾
市
行
政

改
革
推
進
審
議
会

（
会

長　

那
須
良
介　

荒
尾
商
工
会

議
所
会
頭
）
」
の
審
議

・
提
言

を
経
て
、
「
第
四
次
荒
尾
市
行

政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画

（
推
進
期
間
…
５
カ
年
）
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

『
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立

と
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
行
政

経
営
を
目
指
し
て
』
を
基
本

理
念
に
、
①
行
政
サ
ー
ビ
ス
改

革　

②
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革　

③
財
政
改
革　

④
特
別
会
計
・

公
営
企
業
等
改
革　

の
四
つ
の

柱
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の

「
第
四
次
荒
尾

市
行
政
改
革
大
綱
」
を
基
に
、

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
資
質
の
高
い

職
員
の
育
成
な
ど
に
取
り
組

み
、
荒
尾
市
が
市
民
に
信
頼

さ
れ
、
そ
し
て
、
さ
ら
な
る
発

展
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
強
力
に
改
革
を
進
め

ま
す
。

[

問]

政
策
企
画
課

☎
63

・
１
２
７
３

【主な実施計画】

１． 行政サービス改革

・ 「あらおシティモール」 内に市民サービスセンターを設置

・ パスポート申請の受付 ・交付事務の実施　

２． 行政システム改革

・業務改善運動の推進

・長期的な職員育成計画の策定

３． 財政改革

・施設の維持管理計画の策定

・ アウトソーシング推進計画の策定

４． 特別会計 ・公営企業等改革

・国民健康保険…健診受診率の向上、 介護保険との健康診査業務の一元化

・介護保険…介護保険業務の質的向上と効率化

・公共下水道事業…未水洗化世帯への下水道利用の促進、 アウトソーシングの導入

・水道事業…資産管理の導入、 収納率の向上

・病院事業…医師および看護師の確保、 病床利用率の向上

【主な提言内容】

１． 市民サービスについて

・荒尾市の実状に応じた、 きめ細かい市民サービスを検討すること。

・ 分権社会の担い手となり、 市民に必要とされるプロ意識を持った職員を育てる仕

組をつくること。

２． 財政健全化について

・ 事務事業の効率化、 民間的経営手法の導入など、 より一層、 歳出削減に努め

ること。

・ 国民健康保険や介護保険等の特別会計については、 医療費や介護給付など

が多い原因を詳細に分析し、 その対策を検討すること。

・ 市民病院については、 医療技術の特徴や安心して受診できる環境を市内外に

広く知ってもらうため、 さらに分かりやすい広報やＰＲに努めること。

・ 荒尾競馬については、 未活用の駐車場などの借地返還や遊休地の売却などに

より収支均衡を図るとともに、 黒字となっている他の地方競馬の状況と比較するな

ど、 早急に新たな経営改善策を検討すること。

※「第四次荒尾市行政改革大綱」および「提言書」の詳しい内容は、

ホームページに掲載しています。

ホームページアドレス　http://www.city.arao.lg.jp

　　提言書を前畑市長に手渡す行政改革推進
審議会の那須会長 （中央） と委員のみなさん

　
　

き
め
細
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
プ
ロ
意

識
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
な
ど
、
提
言
に
基
づ
い

た
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く

▲

▲
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荒 尾 市 役 所 庁 舎 内 電 話 番 号 一 覧
※夜間および休日は、 ☎ 63-1111 （宿日直室） にお掛けください。

部 課･室名 係  名 電話番号 業 務 の 内 容

総

務

部

秘書広報課
秘書係 ☎ 63-1620 秘書に関すること

広報広聴係 ☎ 63-1157 広報の発行、市ホームページおよび住民懇談会など広聴に関すること

総務課

人事給与係
☎ 63-1204 職員に関すること

職員厚生係

行政管理係 ☎ 63-1209 条例・規則などに関すること、行政協力員に関すること、広報の配布に関すること

選挙係 ☎ 63-1254 選挙に関すること

政策企画課

政策経営室 ☎ 63-1273 市政の総合企画、調整および調査研究、行政改革に関すること

企画統計係 ☎ 63-1274 地域振興、広域行政、国際交流、統計調査に関すること

情報推進室 ☎ 63-1294 電算業務、情報化施策に関すること

市史編纂室 ☎ 62-3036 市史編纂に関すること

財政課
財政係 ☎ 63-1289 市の予算に関すること

管財係 ☎ 63-1292 庁舎の管理、公有財産の取得、管理および処分に関すること

契約検査室 ☎ 63-1470 工事などの検査に関すること、消耗品・購入備品の出納

市

民

環

境

部

市民課

総合案内 ☎ 63-1503 庁舎の案内・バスチケットおよび切手の販売、各種相談業務

市民係 ☎ 63-1302 転入・転出・出生・死亡および婚姻などの届出に関すること

記録係 ☎ 63-1326 外国人登録に関すること

税務課

税務係 ☎ 63-1329 市税制度の広報、啓発および調査研究に関すること

市民税係 ☎ 63-1342 市民税、県民税、軽自動車税、法人市民税、特別徴収など

資産税係 ☎ 63-1346 固定資産の調査および課税に関すること

収納課
徴収係 ☎ 63-1353

市税、県民税および国民健康保険税の納税に関すること
整理係 ☎ 63-1362

環境保全課
環境業務係 ☎ 63-1370 し尿汲取り、ごみ収集およびリサイクル事業、犬の登録などに関すること

環境企画調査係 ☎ 63-1386 公害予防に関すること、地下水資源の保全、環境などに関すること

くらしいきいき課

市民応援係
☎ 63-1395

自治活動の支援および育成に関すること

交通防災係 交通安全対策・防犯・危機管理に関すること、防災に関すること

　　〃　　（消防団） ☎ 63-1335 消防団に関すること

保

健

福

祉

部

福祉課
福祉係 ☎ 63-1406 障がい者（児）に関すること、高齢者福祉に関すること

保護係 ☎ 63-1409 生活保護に関すること、行旅病死人に関すること

子育て支援課 子育て支援係 ☎ 63-1417 児童福祉（保育所・児童手当など）に関すること

健康生活課

介護保険係 ☎ 63-1418 介護保険に関すること

高齢者医療係 ☎ 63-1420 高齢者支援に関すること

国保年金係 ☎ 63-1327 国民健康保険給付に関すること、高額医療費に関すること

人権啓発課
人権推進係

☎ 63-1139
人権啓発の推進に関すること、同和対策および人権同和教育に関すること

男女共同参画推進室 男女共同参画にかかる施策の総合的計画、調整および推進に関すること

建

設

経

済

部

産業振興課

商工・企業誘致推進室 ☎ 63-1432 商工業の育成指導および振興に関すること、企業誘致に関すること

観光推進室 ☎ 63-1421 観光に関すること、荒炎祭に関すること、地域再生に関すること

消費者相談室 ☎ 63-1173 消費者行政に関すること

農林水産課

農政係 ☎ 63-1443 農林水産業の振興に関すること

耕地水産係 ☎ 63-1454 農林業の土地改良に関すること

農業委員会係 ☎ 63-1459 農地の売買・賃借・贈与・転用・農業経営基盤強化事業に関すること

土木課

維持係
☎ 63-1485

道路・河川などの維持管理および災害復旧、都市計画などに関すること

管理係 境界立会・里道・水路・土地開発公社に関すること

計画事業係 ☎ 63-1487 道路・河川および港湾などの建設

用地登記係 ☎ 63-1464 用地取得およびその登記に関すること、地籍調査に関すること

建築住宅課
建築営繕係 ☎ 63-1498 市有建築物（市営住宅を含む）の建設および営繕に関すること

住宅管理係 ☎ 63-1491 市営住宅の管理および使用料金などの収納に関すること

会計課 出納係 ☎ 63-1621 公金の収入・支出に関すること

監査事務局 ☎ 63-1637 市の財務事務の監査に関すること

議会事務局 ☎ 63-1628 市議会に関すること

教

育

委

員

会

教育振興課

庶務係 ☎ 63-1647 就学援助に関すること

学務係 ☎ 63-1659
児童生徒の就学・転学および退学に関すること

教育相談、学習指導および進路指導に関すること

学校規模適正化推進室 ☎ 63-1653 学校規模適正化に関すること

社会教育課

生涯学習係

☎ 63-1681

生涯学習の支援および社会教育関係団体の育成に関すること

文化係 文化財に関すること、文化団体に関すること

世界遺産推進室 世界遺産登録推進に関すること

[ 問 ] 総務課☎ 63-1204
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N

①

②

③

■受益者負担金制度とは

　公共下水道の建設には多額の資金が必要です。 大部分は国

と市が公費で負担しますが、 公共下水道が整備されることによ

って直接利用できる区域の皆さんにも、 一部を負担していただ

く制度です。下水道の早期普及のため、ご協力をお願いします。

■受益者負担金を負担していただく区域

　①万田字平原の一部区域

　②一部字五郎丸の一部地域

　③国道 389 号線の一部蔵満外磯、 大久保、 牛水西北原の　

　　 一部地域

※ 22 年度に負担金の対象地域となる土地の所有者には、 地

籍などを記入した 「下水道受益者申請書」 をお送りしています

ので、 必要事項を記入のうえ申告してください。

■申告期限　5 月 12 日 （水）

[ 問 ] 下水道課☎ 64-2700

下水道受益者負担金
平成 22 年度に負担していただく地域をお知らせします

　

本
市
の
個
性
的
な
地
域
文
化
の
創
造
や
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
文
化
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
予
算
の
範

囲
内
で
、
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
た
文
化
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

●
助
成
対
象
事
業

平
成
22
年
度
に
自
ら
企
画
し
て

実
施
す
る
次
の
表
の
事
業
で
、

広
く
市
民
に
公
開

・
公
表
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
当
該
年
度

に
申
請
で
き
る
事
業
は
、
１
団
体

に
つ
き
１
事
業
で
す
。

活動発表事業

複数の団体の共同作業や新たに実行委員会を
作るなどして、従来の活動の枠を超えて行わ
れる発表会などの事業。ただし、特定の流派、
会員、個展等に関わる事業は、対象外とします。

文化情報事業
文化を紹介するビデオ・パンフレット等の制
作発行で、文化情報の発信に寄与する事業。

人材育成・交流事業
文化的な活動として開催される研究会、フォ
ーラム等で人材育成や交流を目的とする事業。

その他の事業
文化によるまちづくりの振興に寄与するもの
で、市長が特に必要と認める事業。

※恒常的な活動、 営利目的の活動、 政治 ・ 宗教活動などは対象外

●
助
成
対
象
者

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の

本
拠
を
有
す
る
団
体

②
助
成
対
象
事
業
を
完
了
で
き

る
見
込
み
が
あ
る
団
体

●
助
成
金
の
額

当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
３

分
の
２
と
し
、
限
度
額
を
50
万

円
と
し
ま
す
。

※
入
場
料
、
補
助
金
、
そ
の
他

（
広
告
料
な
ど
）
収
入
は
、
事
業

に
要
す
る
経
費
か
ら
差
し
引
き

ま
す
。

※
食
糧
費
、
メ
ン
バ
ー
の
旅
費

・

賃
金
な
ど
は
原
則
対
象
外
と
し

ま
す
。

●
助
成
金
の
交
付

　

事
業
完
了
時
に
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
の
性
格
上
適
当
と

認
め
る
場
合
は
、
概
算
払
い

（
前

払
い
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　

４
月
15
日

（
木
）

～
30
日

（
金
）

[

申
・
問]

政
策
企
画
課　

☎

63

・
１
２
７
４

海達公子 「児童文学の栞」 作成事業

●団体　一般社団法人　海達公子顕彰会

●事業目的　荒尾が誇る少女詩人 「海達公子」 の作品を多くの人に知って

　 もらうことで青少年の感性の涵養と観光客の増加など、 地域の活性化を目

　 的としています。

●総事業費　775,000 円　　●助成金交付決定額　500,000 円　

●作成部数　5,000 部

平成 21 年度　荒尾市文化振興基金活用事業紹介

荒
尾
市
文
化
振
興
基
金
活
用
事
業
を
募
集
し
ま
す

児
童
文
学
の
栞

▲
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行
政
協
力
員
を
委
嘱
し
ま

し
た

　

平
成
22
年
４
月
１
日
付
け
で
、

新
た
に
次
の
人
を
行
政
協
力
員
と

し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。
（敬
称
略
）

【
境
崎
中
】

吉
川　

一
幸　
　

☎
62

・
４
０
２
９

【
辻
町
】

前
田　

憲
作　
　

☎
64

・
０
０
１
５

【
大
和
２
】

民
長　

美
津
枝　

☎
68
・
０
６
３
２

　

前
任
者
に
は
長
い
間
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

[

問]

総
務
課
☎
63

・
１
２
０
９

市
教
育
事
務
管
理
・
執
行
の

点
検
と
評
価
を
実
施
、
報
告

書
を
公
表
（
20
年
度
分
）

　

本
市
の
教
育
に
関
す
る
事
務
の

管
理
と
執
行
の
状
況

（
20
年
度

分
）
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
で

は
、
点
検
と
評
価
を
行
い
、
報

告
書(

本
編
68
ペ
ー
ジ･

資
料
編

37
ペ
ー
ジ)

を
作
成
し
、
議
会
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
で
、
報

告
書
を
作
成
し
市
議
会
に
提
出

す
る
と
と
も
に
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の

施
設
に
常
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
市
立
図
書
館･

中
央
公
民
館　

○

文
化
セ
ン
タ
ー　

○
万
田
炭
鉱
館　

○
メ
デ
ィ
ア
交
流
館　

○
み
ど
り
蒼

生
館　

○
小
岱
工
芸
館　

○
観
光

物
産
館　

○
宮
崎
兄
弟
の
生
家　

○

教
育
委
員
会
事
務
局

（東
棟
２
階
）

　

○
市
役
所
総
合
案
内

（１
階
）

[

問]

教

育

振

興

課
☎
63

・

１
６
５
９

く

ら

し

の

情

報

29
日
（
木
・
祝
）
は
燃
え
る

ご
み
の
収
集
が
あ
り
ま
す

　

29
日

（
木
）
「
昭
和
の
日
」
と
、

３
日

（
月
）
「
憲
法
記
念
日
」
と

連
続
し
て
収
集
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
29
日

（
木
）
は

『
燃

え
る
ご
み
の
収
集
』
を
行
い
ま
す
。

午
前
８
時
30
分
ま
で
に
収
集
路

線
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
年
間
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
地
域
…
通
常
月
曜
・
木

曜
収
集
す
る
区
域

※
一
小
、
二
小
、
有
明
小
、
平

井
小
、
緑
ケ
丘
小

（
旧
四
小
校

区
）
、
緑
ケ
丘
小

（
旧
緑
ケ
丘
小
）

校
区

【
大
東
区
、
新
大
和
区
、

向
陽
台
区
を
除
き
ま
す
】

[

問]

環
境
保
全
課

☎
63

𢹂

１
３
７
０
、
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
東

宮
内　

☎
62

・
０
６
４
７

　

「
元
気
な
荒
尾

・
力
強
い
荒

尾
」
を
目
指
し
て
、
市
長
が

地
域
へ
出
向
い
て
皆
さ
ん
と
身

近
に
語
り
合
い
、
市
政
に
対

す
る
意
見
や
提
言
を
お
聴
き

し
、
懇
談
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日

（
木
）
、

午
後
７
時
～

●
場
所　

働
く
女
性
の
家

（
エ

ポ
ッ
ク･

荒
尾
）

[

問]

秘
書
広
報
課 

☎
63

・

１
６
２
０

「市長と
〝まちづくり談義〟」

一小校区で
開催します

　

４
月
１
日
号
の
広
報
で
、
次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
７
ペ
ー
ジ　

末
尾
行
か
ら
11
行

目
文
中　

入
学
式
の
日
付

誤　

４
月
８
日

（木
）

正　

４
月
９
日

（金
）

●
23
ペ
ー
ジ　

別
表
１　

接
種
期
間

の
第
４
期

誤　

平
成
４
年
4
月
２
日

～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

正　

平
成
４
年
４
月
２
日

～
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

●
最
終
ペ
ー
ジ　

４
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

・
13
日

（
火
）　

誤　

旧
四
小
リ
サ
イ
ク
ル
（実
施
な
し
）

正　

三
小
リ
サ
イ
ク
ル

・
20
日

（
火
）

誤　

三
小
リ
サ
イ
ク
ル
（
実
施
な
し
）

正　

旧
四
小
リ
サ
イ
ク
ル

・
21
日

（
水
）

誤　

桜
山
小
リ
サ
イ
ク
ル
（実
施
な
し
）

正　

桜
山
小
リ
サ
イ
ク
ル
は
28
日

（
水
）
に
実
施
し
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

有
明
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
ダ
イ

ヤ
を
改
正
し
ま
し
た

　

高
速
道
路
料
金
割
引
の
影
響

を
受
け
、
運
航
体
制
の
効
率
化

や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
経
費
削
減
と
合

理
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
４
月

１
日
か
ら
は
更
に
運
航
ダ
イ
ヤ
を

改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
安

全
、
便
利
で
快
適
な
運
航
を
確

保
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

[

問]

有
明
海
自
動
車
航
送
船
組

合　

☎
０
９
５
７
・
78
・
２
１
０
５
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子
ど
も
手
当
と
は

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
１
万
３
千
円

を
父
ま
た
は
母
な
ど
（
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、

生
計
を
同
一
に
す
る
人
）
に
支
給
す
る
制
度
で

す
。

　

今
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
人
は
、
基
本
的
に
児
童
手
当
の
支
給
対
象
児

童
に
つ
い
て
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
子
ど

も

（
原
則
と
し
て
中
学
２
年
生
と
中
学
３
年
生
）

が
い
る
場
合
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
の
種
類

①
子
ど
も
手
当
認
定
申
請

・
手
当
て
の
対
象
と
な
る
児
童
が
中
学
２
年
生

と
中
学
３
年
生
の
み
い
る
場
合

・
所
得
制
限
な
ど
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
場
合

・
児
童
手
当
の
現
況
届
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合

②
子
ど
も
手
当
額
改
定
申
請

・
本
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
、
か
つ
、

新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
中
学
２
年

生
と
中
学
３
年
生
が
い
る
場
合

●
手
続
き
の
方
法

４
月
下
旬
に
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
子
育
て
支

援
課
か
ら

『
申
請
書
』
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

同
封
の
封
筒
で

『
申
請
書
』
と
必
要
書
類
を
ご

返
送
く
だ
さ
い

（
窓
口
で
の
受
付
も
し
ま
す
）
。

●
届
出
場
所　

子
育
て
支
援
課

●
届
出
に
必
要
な
も
の

・
受
給
者

（
養
育
者
）
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　

※
額
改
定
は
不
要

・
受
給
者
の
銀
行
口
座
の
写
し 

※
額
改
定
は
不

要・
印
鑑

（
郵
送
申
請
は
申
請
書
と
口
座
振
替
依

頼
書
に
押
印
し
て
く
だ
さ
い
）

　

子
ど
も
と
別
居
の
場
合
、
子
ど
も
の
住
民
票

の
写
し

（
市
外
の
場
合
）
と
監
護
事
実
申
立
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
間　

４
月
19
日

（
月
）
～
９
月
30
日

（
木
）

※
本
年
４
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
９
月
30
日

（
木
）
ま
で
に
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

手
当
の
支
払
期
月
は
６
月
、
10
月
、
２
月
で
、

前
月
分
ま
で
の
手
当
を
お
支
払
し
ま
す
。
６
月

に
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
５
月
21

日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
務
員
は
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
問
］
子
育
て
支
援
課　

☎
63

・
１
４
１
７

４月から子ども手当制度が始まりました

【
子
宮
が
ん
と
ワ
ク
チ
ン
】

　

子
宮
が
ん
は
大
き
く

「
子
宮
体

が
ん
」
と

「
子
宮
頸
が
ん
」
の
２

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
今
回

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
が

接
種
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

【
子
宮
頸
が
ん
と
ウ
ィ
ル
ス
】

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
主
に
扁

平
上
皮
が
ん
で
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
…h

u
m

an
 

p
ap

illo
m

aviru
s

）
が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ウ
ィ
ル
ス
は
広
く
世
の
中
に
存

在
す
る
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
、
100

種
類
以
上
の
型
が
知
ら
れ
て
い

て
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
一
生
に

一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
発
が
ん
性
の
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

は
そ
の
中
の
15
種
類
程
で
、
も
ち

ろ
ん
感
染
し
た
全
て
で
が
ん
化
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
90
％
以
上

は
体
内
か
ら
自
然
に
排
除
さ
れ

ま
す
が
、
一
部
の
排
除
さ
れ
な
い

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
か
ら
異
形
成
そ

し
て
が
ん
化
へ
と
進
み
ま
す
。
今

回
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
日
本
で

の
子
宮
頸
が
ん
全
体
の
約
70
％

（
20
歳
台
の
子
宮
頸
が
ん
の
約
90

％
）
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18
型
の
感
染
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン

は
感
染
し
て
い
る
ウ
ィ
ル
ス
を
消

失
さ
せ
る
治
療
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
再
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
】

▼
接
種
対
象　

10
歳
以
上
の
女
性

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
す
る
前
の
接
種

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
人
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
が

ん
検
診
で
異
常
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

▼
接
種
回
数　

３
回

（
初
回
、
初

回
か
ら
１
カ
月
後
と
６
カ
月
後
）

▼
接
種
費
用　

１
回
１
万
５
千
円

（
市
民
病
院
で
の
接
種
の
場
合
）

※
保
険
適
用
外
の
た
め
全
額
自

己
負
担
で
す
。

[

問]

市
民
病
院
内
科
外
来
受

付
☎
63

・
１
１
１
５

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
ま
す
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　荒尾第二小 ・ 荒尾第三小の統合小学校の校名を公募しましたところ、 158 人から 164 件、

128 種類の応募をいただきました。 多数のご応募、 大変ありがとうございました。

　それを受けて、 統合準備委員会総務部会および教育委員会で慎重に審議を行った結果、

「万田小学校」 （案） に決定しました。

　この校名 （案） には、 親しみやすさや地域性があるとともに、 子どもたちの成長を願う応募者

や委員の皆さんの思いが込められています。

　なお、 今後市議会の議決を経て正式決定されます。 平成 23 年 4 月の開校に向けて準備を

進めてまいりますので、 引き続きご理解とご協力をお願いします。

※市ホームページでもお知らせしていますので、 ぜひご覧ください。

[ 問 ] 荒尾市立小中学校統合準備委員会 （荒尾二小 ・ 荒尾三小） 事務局

　( 教育委員会教育振興課　学校規模適正化推進室 ) ☎ 63-1653

統合小学校 （荒尾第二小 ・ 荒尾第三小）

の校名 （案） が決定しました

荒尾市立万
ま ん だ

田小学校

　市では、 国の 「子どもの読書活動の推進に

関する法律」 に基づく子どもの読書活動の推

進に関する基本的な計画、 および熊本県子

どもの読書活動推進に関する基本計画 「肥

後っ子いきいき読書プラン」 の趣旨を踏まえ、

荒尾市の子どもたちが自主的に読書活動を

行うことができるよう、 環境の整備を図るため

の協議組織として、 平成 20 年 7 月に荒尾

市子どもの読書活動推進実行委員会を設置

しました。

　　また、 国では平成１７年に国民に広く読書

を勧めることを目的とした 「文字 ・ 活字文化

振興法」 が施行され、 5 年目の今年 （平成 22 年） を新たに 「国民読書年」

と定めました。 政官民協力のもと、 国をあげて国民に読書を勧めるためのあら

ゆる努力を重ねることを宣言されています。

　そこで、荒尾市子どもの読書活動推進実行委員会を中心にして、家庭・学校・

地域 ・ 図書館などの連携を強化し、 子どもたちと本をつなぐ取組を積極的に行

っていくために 「荒尾市子どもの読書活動推進計画」 を策定しました。

　　今後は、この計画に基づき、将来を担う荒尾の子どもたちが一層本に親しみ、

生涯にわたる読書習慣を身に付けることができるよう、 総合的かつ計画的に推

進していきます。

　　なお、 計画書は市内小中学校や市立図書館をはじめ、 できるだけ多くの公

共施設などへ配布したいと考えています。

[ 問 ] 社会教育課　☎ 63-1681

「 荒 尾 市 子 ど も の 読 書 活 動 推 進 計 画 」
を 策 定 し ま し た

「最新版　社会人のための基本マナ
ー」 （385.9 しゆ）　主婦の友社　編／
発行　　新社会人にオススメの本。 ビジ
ネスや日常のマナーの基本をおさえるこ
とができます。

「しずかに！ここはどうぶつのとしょ
かんです」 （Ｅ９ふり） ドン・フリーマン作、
なかがわちひろ訳、 BL 出版　発行

新年度、 カリーナちゃんと動物たちといっ
しょに図書館デビューしてみませんか？

これを機に

読んでみませんか？

市立図書館おススメの本

　
　

具
体
的
な
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
で
、
５
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
く

▲

[ 問 ] 市立図書館 ☎ 63-2379
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荒 尾 市 民 病 院
からのお知らせ

市 民 を 愛 す る

市 民 に 愛 さ れ る  病 院 へ

※午後診療のみ (　) で表示しています。

診　療　科 月 火 水 木 金

呼吸器内科 熊大病院 （非） 国立大牟田病院 （非） 高城 暁 （非） 熊大病院 （非）

血液内科 眞田 功 眞田 功 眞田 功

腎内科 毛利 友彦 毛利 友彦 坂梨　綾

消化器内科 中村 綾子

循環器内科 梶原 一郎 松川 将三 鶴田 敬一郎 梶原 一郎 松川 将三

代謝 ・内分泌内科
田口 哲也

田口 哲也 田口 哲也
田口 哲也

小野 薫
小野 薫 小野 薫

放射線科
初診 東家 亮 東家 亮 東家 亮

再診 東家 亮 東家 亮 東家 亮 東家 亮 東家 亮

小児科
佐野 史絵
（4/19 ～）

佐野 史絵
（4/19 ～）

佐野 史絵
（4/19 ～）

専門外来

佐野 史絵
（4/19 ～）

第 1週 : 内分泌 （非）

第2・4週 :神経・遺伝・代謝

熊大病院 （非）

水流添 泉（非・4/8 ～）

外科
大嶋 壽海 大嶋 壽海 大嶋 壽海 山口 祐二 勝守 高士

塚本 千佳 勝守 高士 濱口 裕光 濱口 裕光 山本 真一

整形外科

前田 勇一

松元 健一郎 松元 健一郎 { 新患者のみ } 前田 勇一 前田 勇一

〈第 2.4.5 週〉

二山 勝也 二山 勝也 （午前中） 松元 健一郎 二山 勝也

〈第 1 ・ 3 週〉

形成外科 島田 茂孝 （午後） 島田 茂孝 （午後） 島田 茂孝 （午後）

産婦人科
婦人科 柴田 三郎 松井 幹夫 柴田 三郎

松井 幹夫

第3週：徳永 達也（非）

産科 松井 幹夫 柴田 三郎 松井 幹夫 柴田 三郎

眼科 熊大病院 （非）

泌尿器科
浅山 縁 山口 隆大 浅山 縁 山口 隆大

山口 隆大 浅山 縁 山口 隆大 浅山 縁

皮膚科 熊大病院 （非）

麻酔科 松村 健 松村 健

脳神経センター

不破 功 前原 史明 不破 功 （新患） 不破 功 不破 功

小山 太郎

杉之原 賢治 小山 太郎 杉之原 賢治 〈神経内科〉

山中 信和（非･午後）

消化器センター
中村 綾子 山口 祐二 山本 真一 塚本 千佳 濱口 裕光

濱口 裕光 中村 綾子 中村 綾子 大嶋 壽海 大嶋 壽海

内視鏡検査
中村 綾子 （午後） 山本 真一 白石 良介 （非） 本多 敬和 （非） 中村 綾子

塚本 千佳 山口 祐二 中村 綾子 （午後） 下田 良 （非）

透視検査
塚本 千佳 （午後）

山本 真一 （午後）

禁煙外来 鶴田 敬一郎（午後）

緩和ケア外来 濱口 裕光 （午後）

人間ドック（内科診察） 鶴田 敬一郎 鶴田 敬一郎 前原 史明 鶴田 敬一郎 鶴田 敬一郎

脳ドック診察 前原 史明 前原 史明

荒尾市民病院外来診療担当医表 （平成 22 年 4 月 1 日～）

新任医師紹介

　山口 祐二 先生　外科

　山口 隆大 先生　泌尿器科

　坂梨 綾 先生　腎内科

　杉之原 賢治 先生　脳神経外科

　小山 太郎 先生　脳神経外科

　佐野 史絵 先生　小児科　

循環器内科から　講習会を開催します！

テーマ●狭心症について

講師●梶原 一郎 医師

日時● 4月 23 日 （金）、 午後 3時～ 4時

場所●地域医療研修センター （市民病院玄関入って 4階）

[ 問 ] 市民病院総務課☎ 63-1115 （内 511）

どなたでも
ご参加ください

3 月 で 4 人 の 医

師が退任し、 4 月

か ら 6 人 の 医 師

が赴任しました。
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乳がん ・ 子宮がん検診を受けましょう！

　日本人の死因の上位に挙がる 「がん」。 この中でも 「日本人女

性に多いがん」 のなかで、 「乳がん」 「子宮がん」 はそれぞれ何

位に挙げられるでしょうか？

Q.

A. 乳がんは２位、子宮がんは４位です

5 月はがん検診を実施します
　案内は 5月 1日号に掲載します。 自分の健康を確かめましょう！

[ 問 ] 保健センター☎ 63-1133

種
類 乳がん

子宮がん

子宮頸部がん 子宮体部がん

初
期
の
症
状
な
ど

乳がん、 子宮頸部がんは、 検診を定期的に受けていれば
早期に診断することができます。 早期のうちに発見すれば、
治癒がのぞめます。
乳がんは乳房が体の表面にあるので、 自分で見たり触れたり
することも早期の発見につながります。

初期段階で出血することが
多く、 不正性器出血による
発見が多いがんです。 閉経
期前後の出血には注意が
必要で、 至急医療機関を
受診することが重要です。

増
加
の
原
因
・
年
齢

食生活の欧米化から、 大
腸がんとともに近年増加傾
向にあります。

20 歳代から増え始めます。 40 歳代から増え始めます。

こ
ん
な
人
は
要
注
意
！

・高脂肪、 高たんぱくの食
　事が多く、 太っている人
・出産の経験がない人
・ たばこを吸う人
・ 家族に乳がんにかかった
　人がいる人

・妊娠・出産回数が多い人
・性交渉の相手が多い人
・ たばこを吸う人

・不妊症、 月経異常、 不　
　正出血などがある人
・太っている人
・ 家族にがんにかかった人
　がいる人
・糖尿病、 高血圧の人

乳がん ・ 子宮がん検診は 2 年に 1 度、 受診しましょう！

　　ピンクリボン　乳がんの撲滅、 検診の早期受診を啓発 ・推進するための世界規模のキャンペーンとそのシンボル▲

健康って気持ちいい！ v o l . 1
S e r i e s  f o r  H e a l t h y  L i f e
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第 1 7 回 　 あ ら お 荒 炎 祭

T シ ャ ツ デ ザ イ ン が 決 定
一般公募しました 「Ｔシャツデザイン」 に、 市内外の 18 人の皆さんから、

29 点もの素晴らしい作品を応募いただきました。 ありがとうございました。

　あらお荒炎祭Ｔシャツデザイン選定委員会による

審査の結果、 次の人が入賞されました。 （敬称略）

▽最優秀賞

　　矢﨑　紘一 （熊本市）

▽優秀賞

　　安富　勝弘 （熊本市）

▽特別賞

　　田中　海妃 （増永）

　　田中　優妃 （増永）

　　石川　清治 （桜山町二丁目）

▽努力賞

　　松根　透 （菊池郡菊陽町）

　　塩崎　栄一 （大阪府大阪市）

【Ｔシャツデザイン採用作品 （最優秀賞）】

デザインの趣旨　　山の炎、海の炎、人の情熱の炎、Arao の大地

から人々の情熱が迸り、躍進、発展、祭りの躍動を表す。

[ 問 ] あらお荒炎祭実行委員会事務局 （産業振興

課内） ☎ 63-1421

●
職
種
お
よ
び
人
員

（
１
）
看
護
師　

（
２
）
助
産
師

（
３
）
薬
剤
師　

（
４
）
臨
床
検
査
技
師

（
５
）
診
療
放
射
線
技
師

（
６
）
管
理
栄
養
士

（
７
）
病
院
医
事
事
務
職

（
８
）
病
院
一
般
事
務
職

（
１
）
は
15
人
程
度
、
そ
の
他
は
そ
れ

ぞ
れ
若
干
名

●
試
験
内
容

　

第
１
次
試
験　

　
　

①
筆
記
試
験

　
　
　
　
　

（
専
門
試
験
、
教
養
試
験
）

　
　

②
適
性
検
査

　

第
２
次
試
験

　
　

①
個
別
面
接

　
　

②
作
文
試
験

※
６
月
上
旬
を
予
定

（
第
１
次
試
験

合
格
者
に
日
時

・
場
所
は
別
途
通
知

し
ま
す
）

 

市
民
病
院
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

●
第
１
次
試
験
の
日
時
・
場
所

・
日
時　

５
月
９
日

（
日
）　

午
前
９
時

～・
場
所　

荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
第
１
～
４
会
議
室
）

荒
尾
市
荒
尾
４
１
８
６
番
地
19

　

☎
66

・
４
１
１
１

●
採
用

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降

（
た
だ
し
、

新
卒
者
以
外
の
人
に
つ
い
て
は
、
採
用

候
補
者
名
簿
に
登
載
後
、
平
成
22
年

度
中
に
順
次
採
用
し
ま
す
）

[

問]

市
民
病
院
総
務
課　

総
務
係　

☎
63

・
１
１
１
５　

内
線
511

※

（
１
）
～

（
８
）
の
応
募
資
格

お
よ
び
受
験
手
続
に
関
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
市
民
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

見
ら
れ
な
い
場
合
は
、
右
記
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
直
接
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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■ 障がいがある人を対象に

　 職業訓練生を募集します

●受講できる障がい区分　身体の

うち聴覚・上肢・下肢・内部・精神・

難病

●募集締め切り　4 月 30 日 （金）

●定員　5 人

●内容　e ‐ ラ ーニン グを使用

し、 Word ・ Excel ・ PowerPoint ・

Access の利用技術を習得します。

●訓練期間　6 月 1 日 （火） ～ 8

月 27 日 （金）

●訓練場所　自宅 （スクーリングを

月に 1 回程度熊本市で実施。 無料

駐車場有）

●受講料　無料

[ 問 ]ハローワーク玉名　☎ 72-8609

または熊本高等技術訓練校　松富 ・

岡部 ・井 ・末松☎ 096-378-0121

■ アースウィーク 2010

　 有明海・バードウォッチ

　 ング in 荒尾海岸

　日本で有数の渡り鳥の飛来地 ・荒

尾海岸は、 北の繁殖地に向かうシ

ギ ・ チドリでにぎわっています。

●日時・日程　4 月 29 日（木・祝）、

午前 8 時集合 （海岸のごみ拾いに

参加）、 午前 9時開会、 正午終了

●集合場所　蔵満海岸 （国道 389

号線を南下し蔵満信号で海岸側へ

右折）

●参加費　100 円

※双眼鏡を持っている人はご持参く

ださい。 簡易トイレ有。

[ 問 ] 有 明 元 気 づ く り　 安 田 ☎
62-2077、 日本野鳥の会熊本県

支部　安尾☎ 62-3402

試験・募集・イベント

■ 第 7 回 岩本橋鯉のぼりま

　 つり　開催します！

　平井小校区で取り組む 「地域元

気づくり事業」 の一環です。 呼びか

けて集めた鯉のぼりや矢旗を飾りま

す。

●日時　5 月 3 日 （月 ・ 祝）、 午

前 10 時～午後 3時

●場所　岩本橋周辺 （上井手）

●内容　フリーマーケット、 バザーな

ど

●駐車場　JA 平井支所跡または平

井小学校

※雨天時は平井小学校体育館で開

催します

[問 ]平井校区元気づくり委員会　西

山☎ 66-0012、 松井☎ 66-1834

■ 「ばらまつり」開催！

　おもやい市民花壇では、 丹精こめ

て栽培した色とりどりの 1,900 株の

美しいバラが見ごろになります。

●日時　5 月 5 日 （水 ・ 祝）、 午

前 10 時～

●場所　市浄水センター横 「おもや

い市民花壇」

[ 問 ] おもやい市民花壇の会　田宮

☎ 62-4146、 田畑☎ 62-7281

　

◆　旬の魚『えつ』漁解禁

〈大川市〉

　大川の旬の味覚 「えつ」 の季

節になりました。 筑後川に遊覧船

を浮かべ、 「えつ」 漁を眺めな

がらの 「えつ」 料理は格別です。

期間中、 大川市内の料理店では

「えつ」 のコース料理が堪能でき

ます。

◆期間　5 月 1 日 （土） ～ 7

月 20 日 （火）

◆場所　筑後川流域

[ 問 ]大川観光協会　

☎ 0944-87-0923

▲「えつ」はカタクチイワシ科の魚。 唐揚・煮付・
背ごし （刺身） などで食べる

ちょっと足をのばして

イ ベ ン ト

募　　集

無理な踏切横断は止めましょう！
○踏切では必ず一旦止まって左右を確認し 

てください

○向かい側に自分の車のスペースが取れる

まで、 踏切に入らないで手前で待ってください

○踏切警報機が鳴り出したら、 踏切に入ら

ないでください

○踏切内に車が閉じ込められたら、 車でポ

ールを押してすぐに脱出してください　※車で

押すとポールは上がります）

線路内立入禁止

　みだりに線路内に立ち
入った場合は、 鉄道営
業法などにより処罰の
対象となります

JR 九州  九州旅客鉄道（株）
Kyushu Railway Company

■
広
報
を
作
り
は
じ
め
て
ち
ょ
う
ど
１
年
、

今
回
か
ら
表
紙
と
裏
表
紙
が
カ
ラ
ー
に
な

り
ま
し
た
■
ま
ず
皆
さ
ん
の
目
に
留
ま
り
、

い
つ
も
新
鮮
な
広
報
で
あ
る
こ
と
が
目
的

で
す
。
更
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
よ
り

効
果
的
に
お
知
ら
せ
で
き
る
広
報
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
■
ま
た
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
お
顔
や
荒
尾
の

「
旬
」
を
、
で
き
る

だ
け
カ
ラ
ー
面
で
お
届
け
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
■
さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す

が
、
３
月
22
日

（
月

・
休
）
、
Ｋ
Ａ
Ｂ
熊

本
朝
日
放
送
で

「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

の
授
賞
式
の
様
子
と
応
募
作
品
が
放
映
さ

れ
る
番
組
が
あ
り
ま
し
た
■
荒
尾
か
ら
は

一
般
の
部

・
行
政
の
部
合
わ
せ
て
６
作
品

が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
の
部
は
、
職

員
有
志
が
荒
尾
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
、
昼
休
み
や
休
日
を
使
っ
て
３
作

品
を
制
作
し
、
「
荒
尾
梨
」
の
作
品
で
銅

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
更
に
一
般
の
部
で

は
、
観
光
協
会
の

「
荒
尾
か
ぶ
れ
」
の
美

味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
作
品
が

「
演
技
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
■
初
応
募
で
の
受
賞
は

快
挙
。
さ
ら
に
入
賞
を
逃
し
た
ほ
か
の
作

品
も
含
め
、
荒
尾
の
６
作
品
は
そ
の
日
全

て
放
映
さ
れ
ま
し
た
■
銅
賞
を
受
賞
し
た

「
荒
尾
梨
」
の
Ｃ
Ｍ
は
、
今
後
Ｋ
Ａ
Ｂ
で
20

回
ほ
ど
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
注
目

で
す
。
見
か
け
た
こ
と
の
あ
る
あ
の
人
が

出
演
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

（
ｃ
）

銅
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

市
長
室
に
飾
ら
れ

て
い
ま
す　
　

▼
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税金で

明るい未来の
いしずえを

市税はあかるい

まちづくりのために

いろいろな分野で

使われています

［問］収納課☎ 63-1353

人

権

標

語

（平
成
21
年
度
解
放
文
化
祭
よ
り
）

仲
良
く
し　

み
ん
な
の
笑
顔　

大
切
に

荒
尾
二
小
六
年　

永
田　

沙
季　

皆
さ
ん
に　

い
じ
め
る
権
利
は　

あ
り
ま
す
か

荒
尾
二
小
六
年　

古
川　

真
由　

み
ん
な
で
ね　

え
が
お
の
花
を　

ふ
や
そ
う
よ

荒
尾
二
小
六
年　

濱
野　

ゆ
か　

目
指
そ
う
よ　

い
じ
め
や
差
別
が　

な
い
世
界

荒
尾
二
小
六
年　

磯
野　

凌
太
郎　

●母子手帳発行日 第 1 ・

第 3 ・ 第 5 水曜　午前 10

時～ 10 時 15 分／保健セン

ターで／受付終了後、 ミニ母

親学級を開催します （約１時

間）。 なるべく妊婦さん自身

がおいでください。

●赤ちゃんの発育や育児に

ついて、 妊娠中の生活につ

いてなど、 何か困ったことや

心配なことがあるときは、 気

軽にご相談ください。

［問]保健センター☎63-1133

５ 月 の 母 子 健 診 ・ 健 康 相 談 日 程 表

種別 日 （曜） 対象者 会場 受付時間

3 カ月児健診 12 （水） 平成 22 年　1 月生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

（
市
立
図
書
館
南
側
）

13:15
～ 14:00

7 カ月児健診 26 （水） 平成 21 年 10 月生まれ

1歳 6カ月児健診 19 （水） 平成 20 年 10 月生まれ

3 歳児健診 28 （金） 平成 18 年 11 月生まれ

育児相談 11 （火） 育児に関して相談のある人
（子どもさんもお連れください）

10:00
～ 10:45

健康相談

11 （火） 成人 ・老人で心身の健康に
関して相談がある人

10:00
～ 10:45

12 （水）
26 （水）

満 60 歳以上の人　他 老人福祉
センター

9:30
～ 11:30

一般公開に先駆け、 大牟田市で先行上映会開催決定 !

映 画

世界遺産
候補の一つであ

る万田坑ほか九

州各地でロケが行われた映画 『信さん ・

炭坑町のセレナーデ』 （平山秀幸監督、

主演 ： 小雪） が完成し、 特別上映会と

して大牟田市でも開催決定。 炭坑町を

舞台にそこで暮らす人々の人間模様を

描く感動作。

【文部科学省　特別選定作品 (少年・青年・
成人 ・ 家庭向き ) 後援 ： 大牟田市 ・ 荒尾
市ほか】
　世界遺産の本登録に向けて大牟田 ・

荒尾から機運を高めるため、 ぜひお誘い

合わせのうえ、 ご観覧ください。

●日時　4 月 25 日 （日）　2 回公演

　　　　　①午前 11時～　　　②午後 2時～

●場所　大牟田文化会館　大ホール

●チケット  

（一　 般） 前売1,500円 ・当日1,800円

（高校生） 1,500円、 （小・中学生） 1,000円

※高校生、 小・中学生は当日券のみ

※福岡市 ・北九州市でのロードショーでも利用で

きます。

●チケット販売窓口　　市観光物産館 ・ 万

田坑ステーション ・ 万田炭鉱館 ・ 文化センタ

ー ・市役所政策企画課

[ 問 ] 政策企画課　☎ 63-1273
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荒尾総合文化センター
（指定管理者：中央設備 ステージ・ラボ共同体）

〒 864-0041　荒尾 4186-19
☎ 66-4111　FAX 66-4115

日 （曜） 催し物 会場 開場／開演 主催者 ・問い合わせ先 入場方法

15 （土） 熊本ブロック会員大会 in 荒尾 大 15:00/16:00～ 17:30
（社） 荒尾青年会議所

☎ 66-0420
関係者

16 （日）
熊本ブロック会員大会 in 荒尾

記念事業 「万田坑世界遺産フォーラム」
大 9:00/10:00 ～ 13:00

（社） 荒尾青年会議所

☎ 66-0420
一般 ・無料

16 （日） 高遠菜穂子　講演会 小 13:00/13:30～ 16:00
あらお九条の会
　☎ 62-6078

一般・資料代500円

21 （金） 荒尾市遺族連合会　総会 小 9:30/10:00 ～ 12:00
荒尾市遺族連合会

☎ 66-0136
関係者

26 （水） 熊本県年金受給者協会　総会 小 12:30/13:00～ 16:00
熊本県年金受給者協会

荒尾部会☎ 66-0727
関係者

27 （木）
荒尾市老人クラブ連合会 ・平成 22 年
度定期大会並びに会員親睦演芸大会

大 9:00/10:00 ～ 15:30
荒尾市老人クラブ連合会

☎ 62-3116
荒尾市福祉課☎ 63-1406

関係者

28 （金）
平成 22 年度

荒尾シルバー人材センター通常総会
小 12:30/13:30～ 16:00 （社） 荒尾市シルバー人材

センター☎ 65-5200 関係者

19 （水）
～23（日）

「照華会」 墨彩画作品展
ギャ
ラリー

10:00 ～ 18:00 照華会
☎ 66-3481 無料

●５月の催しもの （大 : 大ホール　小 : 小ホール）

これは 4月 5日現在予定されているものです。 時間など変更になる場合がありますので、 詳しくは主催者にお問い合わせください。  

e v e n t   a n d   i n f o r m a t i o n５月
March

文 化 セ ン タ ー 自 主 文 化 事 業

◆入場料
　一　般　 1,500 円（小学生以上）

　ペ　ア　 2,600 円（当日券なし）

　シルバー 1,200 円（60 歳以上）

●全席自由 ●当日券 300円増

※未就学児は入場不可。

☆一回のみの上映です。
お早めにお求めください。

■ プレイガイド ■
文化センター ・ 荒尾市役所総合窓口 ・ 荒尾市
中央公民館・大牟田文化会館・ながす未来館・
玉名市民会館 ・高瀬蔵 ・ ゆめタウンあらお ・ ゆ
めタウン大牟田・チケットぴあ・ローソンチケット・
小岱工芸館 ・南関町公民館　他

美空ひばり
フィルムコンサート

歌
は
我
が
命

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
蘇
る

不
死
鳥
伝
説
！

6 月 27 日 ( 日 ) 上映
午後 1時 30 分開場

午後 2時開始

大ホール

当日午前 10 時から整理券
（300枚）を発行します。
詳しくは各プレイガイドで。

大好評発売中 !
宝くじコンサート

東京フィルハーモニー交響楽団特別演奏会
　◆日時　7 月 31 日 （土）
　開場 /午後 6時　開演 /午後 6時 30 分

　◆場所　大ホール
　◆入場料 （全席自由）
　　　一　　　　 般 3,000 円 （3,500 円）
　　　高校生以下 1,500 円 （1,800 円）
　（ ） は当日料金。 ☆未就学児入場不可

※宝くじの助成による特別料金です

指揮者 / 大井 剛史　　ピアニスト / 田部 京子
4 月 25日
発売開始 !
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ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク

ス ペ シ ャ ル イ ベ ン ト

　阿蘇から吹く雄大で力強く、 爽やかな風を運んでく

るデュオ ・ ビエント。

　アンデスの自然に似た阿蘇を活動の拠点に定めた

吉川万里と、 熊本の自然をテーマに音楽活動をして

いた竹口美紀が出会い、 1997 年にデュオを組む。

　風を、大地を、芽吹きを、花枯れを、動物の営みを、

自然の優しさ怖さを、 全て体で受け止めて譜面に音

符を踊らせる竹口美紀の作曲。 彼女が踊るように自

在に奏すシンセサイザーと、 さまざまな民族楽器で優

しく懐かしく、 時には楽しく壮大に音を奏でる吉川の二

人が生み出す楽曲。 そして音楽 （うた） の合間に吉

川が熊本弁で語る、 自然や人の愛。

　これらが三位一体となり、 心地よい風のように吹き

抜けるのが、 ビエントサウンドだ。

　万田坑を始めとする三池の鉱山に生きた人々に捧

げるメロディは、 優しい風となって万田坑を包み込む。

４
5月 日 （木・みどりの日）

午後３時～

１
5月

日 （土）

午後 6 時 30 分～ 9 時 30 分

２日 （日）

グ ラ ン ド オ ー プ ン 2 0 1 0

万 田 坑 復 坑
AKIRA HASEGAWA INVITATION

D-K LIVE
2 0 1 0

長谷川 章　　1947 年生まれ。日本民間

放送連盟 TVCM 部門最優秀賞をはじめ

数々の賞を受賞。NHK 大河ドラマ「琉

球の風」始めニュース、スポーツタイ

トル、中国中央電視台（CCTV）のステ

ーションロゴや TVCM などを数千本制

作。のちに日本の持つ無常の精神から

時空を超えた芸術 D-K（テジタル掛け

軸）の創始者となる。現在、人間とい

う生物のリズムを取り戻す新しい D-K

ライブインスタレーションを世界遺産

など世界各地で開催している。高校の

教科書情報誌に紹介されデジタルアー

トの歴史を作った。

一見すると静止した抽象画のように見える

D-K。 非連続したデータから連続したイメージ

を作り出すまったく新しいアート形態といえる。

始まりも、 終わりも、 物語も無い 『大調和』 の

世界観が、 万田坑の夜を満たす。


